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令和７年度第１回中野市男女共同参画審議会会議録 

                   

日時：令和７年７月３日（木） 午後１時55分～２時37分 

場所：中野市人権センター 会議室１ 

            

出席者：委員（敬称略）大塚秀樹、藤牧浩幸、鈴木大三、阿部ひろ美（会長）、 

関ふじ子（副会長）、坂本紀子、湯出川恵里子 

 （計７名） 

事務局    くらしと文化部長 

人権・男女共同参画課長 

男女共同参画係長      （計３名） 

            

欠席者：委員（敬称略）浜中道子、伝田和子     （計２名） 

 

１ 開  会     人権・男女共同参画課長 

 

２ あいさつ     くらしと文化部長 

 

３ 自己紹介     委員(名簿順)、事務局の順 

 

４ 正副会長の選出  会長 阿部ひろ美  副会長 関ふじ子 （敬称略） 

 

 

５ 会議事項（進行：阿部会長） 

会長 

それでは、会議事項に入ります。 

(1) 第４次中野市男女共同参画計画について、それから(2)男女共同参画社会の形成

に関する令和６年度事業実績及び令和７年度事業計画についてを一緒に説明したい

ということでありますので、事務局から説明をお願いします。 

 

(1) 第４次中野市男女共同参画計画について 

（説明：男女共同参画係長） 

 ・ダイジェスト版に沿って３つの基本目標について説明 

 ・第４次計画の新規事業について事業内容を説明 

・令和８年度までの目標値について説明 

 

(2) 男女共同参画社会の形成に関する令和６年度事業実績及び令和７年度事業計画

について 

（説明：男女共同参画係長） 
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 ・４月に全庁を対象に調査し報告を受けたものを取りまとめた。 

 ・関係各課において事業を進めている。課題や改善点もあるが解決に向けて事業 

を実施していると考えている。 

 

会長 

ただいまの説明に対し、ご質問、ご意見ございますか。 

（質問、意見なし） 

 

会長 

よろしいですか。他になければ(3)令和６年度男女共同参画推進事業実施状況につい

て、事務局から説明をお願いします。 

 

(3) 令和６年度男女共同参画推進事業実施状況について 

（説明：男女共同参画係長） 

 ・男女共同参画審議会、女性に対する暴力をなくす運動の啓発、女性の公職参画

状況、男女共同参画推進出前講座、男女共同参画セミナーについて説明 

 

会長 

ただいまの説明に対してご質問、ご意見ございますか。 

（質問、意見なし） 

 

会長 

よろしいですか。続きまして、(4)令和７年度事業計画について、事務局から説明を

お願いします。 

 

(4) 令和７年度事業計画について 

（説明：男女共同参画係長） 

 ・資料８頁のとおり 

・新規事業として男女共同参画に関する市民意識調査を実施 

 

会長 

ただいまの説明に対してご質問、ご意見ございますか。  

 

委員 

７頁の男女共同参画推進出前講座の出席者はどのような方が対象なのか。中野平中

学校は学校でやられたのか。 

 

事務局 

中野平中学校は、授業の一環として生徒に対して行いました。総合の学習の時間で

少人数のグループの授業でした。 
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会長 

よろしいですか。続きまして、(5) 男女共同参画に関する市民意識調査について、

事務局から説明をお願いします。 

 

(5) 男女共同参画に関する市民意識調査について 

（説明：男女共同参画係長） 

 ・来年度策定予定の「第５次中野市男女共同参画計画」の基礎資料とするため、

市民意識調査を実施 

・調査項目は５年前の前回調査を踏襲し、社会情勢に応じて項目を見直し 

・新たに「性の多様性について」項目を追加 

 

会長 

ただいまの説明に対してご質問、ご意見ございますか。  

 

委員 

何割位の回答があったのかとインターネットの回答はどのくらいか教えてほしい。 

 

事務局 

まだ確認しておりません。次回の会議でお示ししたいと思います。 

 

会長 

他にご意見、ご質問ありますでしょうか。ないようでしたら、全体を通して皆さん

からご意見がありましたらお願いします。 

 

委員 

市全体でいろんな取組をしている中で、男女共同参画が進んでいるところと課題と

なっているところを話してほしい。 

 

事務局 

最初に、課題というところでは、先ほど19市の比較した表がありましたが、女性の

登用が審議会委員だけでなく、例えば市議会議員の女性の割合は、中野市は19人中

２人の女性議員がいらっしゃいますが、19市の中では下の方になります。ほかにも

自治会、区長さんになりますが、市の76区の中で女性は２人ということで、地域で

は女性が役員になることが進んでいないと感じております。良くなっているところ

ですが、先ほどご説明した性の多様性、ＬＧＢＴＱについてアンケート調査の結果

を見ないとはっきりとは言えませんが、普段行っている人権懇談会などでチラシを

配布したり、講演会を開催したり、そういうところで啓発は進んでいるのではない

かと感じております。 
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委員 

それぞれの学校でジェンダー平等やＬＧＢＴＱを扱っている。学校では、「男子だ

から」「女子だから」はほとんどなく、むしろ学校では女子の方が活躍している。

〇〇中学校でもここ数年は、全部生徒会長は女子です。ＬＧＢＴＱを自認している

お子さんもいるので、そういうことを取り上げている。小・中学校、高校も含めて

こどもたちの意識は昔とは違うだろうと思う。例えば参観日は、ほとんどお母さん

が都合をつけて来てくださる。地区では父ちゃん、爺ちゃんが出ていく。そういう

意味で学校で習っている部分、認識している部分と、実際に家庭や社会を見たとき

のギャップが崩れない意識が続いているのかなと思う。幅広い啓発活動を粘り強く

やっているのはありがたいことだし、大事にしないといけないと思った。 

 

委員 

実際に家庭に入ると、男女の差はどこかしら続いているというのが本当の話かなと

思う。学校ではせっかく新しく意識改革をしてもらっているのに、家の中に入ると

ごはんを作るのはお母さんの仕事になってしまう。自分の家のことを考えるとまだ

あるなとそんな気がした。 

 

委員 

こどもの方がそういう意識を柔軟に受け入れている気がしていて、私たちの年代の

大人の方がまだ狭いというか、あまりに多様性と言われすぎると違和感を感じる。

〇〇小学校では、来年初めて女性がＰＴＡ会長になる。今までは男性が会長になる

と決められていて、だんだん男女問わないようになってきている。役割はあるかと

思うが、女性の方が得意な部分があるかもしれないが、女性の方が参観日は多く、

大きな役は男性という意識がまだあると感じている。２頁の男女共同参画セミナー

はすばらしいと思う反面、男性の参加率が非常に低いのが気になる。男性の方にも

そういった意識が広がればいいなと感じた。 

 

委員 

区の事業もどうすれば女性が入ってくれるのか考えることがある。こどもたちの方

が男女を意識しないで育ってきているのに、大人になると男と女に分かれてしま

う。大人がそういう社会にしているのか、そうならないように教育を続けていかな

いといけない。〇〇の公民館も女性トイレが１個しかなくて、男性トイレが５つも

６つもあるが、今年女性と兼用になる洋式トイレを増やすことになった。公民館で

お祭りがあった時に、小学生の女の子がトイレに並ぶのを、区民もそれに気づいて

いない。それはまずいということでトイレを直そうと思った。小学生の女の子たち

が公民館にトイレがないから、公民館に行きたくないというふうにさせたくない。

そういう体制を作っていくのも一つかなと思う。公民館は男の集まりという認識が

あるが、小学生も夏休み、冬休みは公民館を使っている。 

この表（男女共同参画計画の目標値）で教えてほしい。目標値を50％にするという

ことだが、アンケートをとればこの数値が50％になっているかどうか分かるのか。 
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事務局 

そうです。 

 

委員 

毎年のアンケートの回収率は、何パーセントになるのか。 

 

事務局 

９頁の下に前回の結果ということで、回収率36.7％ということなので、毎年の市民

アンケート調査についても概ねこの程度になろうかと思います。 

 

会長 

ほかにないようでしたら、以上で会議事項を終わります。ご協力ありがとうござい

ました。 

 

６ その他 

＜事務局から＞ 

・欠席された委員からの意見（市の広報について）を伝達した。 

・委員報酬の金額、支払いについて説明した。 

・男女共同参画セミナーの案内と参加、周知を依頼した。 

 

７ 閉  会     関副会長 

（午後２時37分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


